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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 114,279 6.1 18,749 △3.5 20,433 △2.8 14,500 △2.6

2021年12月期第3四半期 107,658 2.5 19,426 △0.5 21,016 △0.1 14,883 △2.5

（注）包括利益 2022年12月期第3四半期 19,941百万円 （10.7％） 2021年12月期第3四半期 18,017百万円（38.6％）

1株当たり
四半期純利益

円 銭

2022年12月期第3四半期 187.52

2021年12月期第3四半期 190.42

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 255,577 204,989 80.1

2021年12月期 252,554 195,600 77.4

（参考）自己資本 2022年12月期第3四半期 204,779百万円 2021年12月期 195,547百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 37.00 － 46.00 83.00

2022年12月期 － 38.00 －

2022年12月期（予想） 47.00 85.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 162,000 4.3 27,000 3.6 28,200 0.7 20,200 2.5 259.85

1．2022年12月期第3四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年9月30日）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2022年12月期の連結業績予想（2022年1月1日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期3Q 82,050,000株 2021年12月期 82,050,000株

②  期末自己株式数 2022年12月期3Q 4,770,286株 2021年12月期 4,314,084株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期3Q 77,323,885株 2021年12月期3Q 78,163,066株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

　　　（注）詳細は、添付資料P.9「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会
　　　　　　計方針の変更）」をご覧ください。

（4）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関す

る事項は、添付資料P.4「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

当社は2022年11月1日（火）に機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布する

決算説明資料につきましては、開催当日に当社ホームページに掲載する予定です。
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前第3四半期連結累計期間

   （自　2021年1月1日

 至　2021年9月30日）

当第3四半期連結累計期間

   （自　2022年1月1日

 至　2022年9月30日）

増減

金額（百万円） 金額（百万円）
金額

（百万円）

増減率

（％）

　ヘルスケア 38,984 40,092 1,107 2.8

　日用品 35,730 35,666 △64 △0.2

　スキンケア 5,301 4,929 △372 △7.0

　カイロ 1,693 2,414 721 42.6

　合計 81,710 83,102 1,391 1.7

1．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

　当第3四半期連結累計期間における当社グループをとりまく経営環境は、新型コロナウイルス感染症のワクチン

普及などにより多くの国で経済活動が再開しつつある中、オミクロン株による感染再拡大が見られた国・地域もあ

り、経済活動の減速が懸念されました。それに加えて、原材料価格の高騰や地政学リスクの高まりなど、先行きが

不透明な状況が続きました。

　そうした状況の中、当社グループは「“あったらいいな”をカタチにする」をブランドスローガンに、お客様の

ニーズを満たす新製品の発売や既存製品の育成、今後の成長事業への投資に努めてまいりました。

　その結果、売上高は114,279百万円（前年同期比6.1％増）、営業利益は18,749百万円（前年同期比3.5％減）、

経常利益は20,433百万円（前年同期比2.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は14,500百万円（前年同期

比2.6％減）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

国内事業

　当事業では、耳鳴りに効く漢方薬「ナリピタン 当帰芍薬散錠（とうきしゃくやくさんじょう）」、BMIが高めの

方の内臓脂肪を減らす機能性表示食品「ナイシヘルプ」、しつこいニオイをしっかり消臭しながら床の抗菌までし

てくれるコンパクト消臭剤「トイレの消臭元　抗菌＋」、目もと専用冷却アイマスク「熱さまシート ジェルでひ

んやりアイマスク」など、今年春に15品目の新製品を発売し、売上に貢献しました。

　また、新型コロナウイルス感染症のオミクロン株の拡大に伴い、痛いのどのウイルスや菌を殺菌する「のどぬ～

るスプレー」や冷感ツブ配合の貼るタイプの冷却シート「熱さまシート」などの需要が高まりました。

さらに、第1四半期の冬の気温が低下したことで、「桐灰カイロ はる」などのカイロの販売が好調に推移しまし

た。

　一方、外出自粛や飲み会の減少等により、ニオイのもとから息をリフレッシュする口中清涼剤「ブレスケア」な

どの需要が昨年に引き続き低迷しました。

　その結果、売上高は87,773百万円（前年同期比2.2％増）、セグメント利益は16,378百万円（前年同期比8.6％

減）となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第3四半期連結累計期間では

4,175百万円、当第3四半期連結累計期間では4,670百万円となっております。

（外部顧客への売上高の内訳）
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前第3四半期連結累計期間

   （自　2021年1月1日

 至　2021年9月30日）

当第3四半期連結累計期間

   （自　2022年1月1日

 至　2022年9月30日）

増減

金額（百万円） 金額（百万円）
金額

（百万円）

増減率

（％）

　米国 7,875 9,193 1,318 16.7

　中国 6,772 7,842 1,070 15.8

　東南アジア 2,582 5,201 2,618 101.4

　その他 1,713 2,220 506 29.6

　合計 18,944 24,458 5,514 29.1

国際事業

　当事業では、米国・中国・東南アジアを中心に、カイロや額用冷却シート「熱さまシート」、外用消炎鎮痛剤

「アンメルツ」などを販売しており、広告や販売促進など積極的に投資することで、売上拡大に努めました。

　米国では、2020年に買収したOTC医薬品メーカーAlva社において、サプライチェーンの混乱により原料供給が滞

り、第1四半期を中心に一部製品で欠品が発生し、医薬品が伸び悩みました。一方、コロナ禍で発熱対策としての

習慣がついてきたことと、脱マスクの流れが加速したことでインフルエンザの罹患者数が増加し「熱さまシート」

が好調に推移しました。また、円安による為替変動の影響による売上の増加も寄与し、増収となりました。

　中国では3月以降、各都市で新型コロナウイルス感染症の拡大によるロックダウンが実施され、物流網がストッ

プし、当社の製品出荷が一時的に滞りました。5月以降、徐々に物流の問題は回復に向かいましたが、その後も各

地でロックダウンが断続的に続いたことにより、需要が低迷しました。一方、円安による為替変動の影響により売

上が増加し、増収となりました。

　東南アジアでは、新型コロナウイルスの他、インフルエンザやデング熱など各種感染症の罹患者が増加し、発熱

対策として「熱さまシート」の需要が高まりました。これらに加え、円安による為替変動の影響による売上の増加

も寄与し、増収となりました。

　その結果、売上高は26,025百万円（前年同期比30.0％増）、セグメント利益は1,731百万円（前年同期比152.3％

増）となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第3四半期連結累計期間では

1,073百万円、当第3四半期連結累計期間では1,566百万円となっております。

（外部顧客への売上高の内訳）

通販事業

　当事業では、栄養補助食品、スキンケア製品等の通信販売を行っており、広告やダイレクトメールを中心とした

販売促進による新規顧客の開拓と既存顧客への購入促進に努めました。

　その結果、売上高は6,287百万円（前年同期比5.2％減）、セグメント利益は196百万円（前年同期比11.6％減）

となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおりません。

その他

　当事業には、運送業、合成樹脂容器の製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおり、各社は独立採算で

経営し、資材やサービス提供についてその納入価格の見直しを適宜行いました。

　その結果、売上高は5,101百万円（前年同期比1.8％増）、セグメント利益は463百万円（前年同期比26.4％減）

となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第3四半期連結累計期間では

4,642百万円、当第3四半期連結累計期間では4,670百万円となっております。

（2）財政状態に関する説明

　総資産は、前連結会計年度末に比べ3,023百万円増加し、255,577百万円となりました。主な要因は、受取手形及

び売掛金の減少（12,695百万円）、商品及び製品の増加（6,550百万円）、建設仮勘定の増加（8,580百万円）等に

よるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ6,366百万円減少し、50,587百万円となりました。主な要因は、未払金の減少

（3,534百万円）、未払法人税等の減少（2,039百万円）、賞与引当金の減少（1,087百万円）等によるものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ9,389百万円増加し、204,989百万円となり、自己資本比率は80.1％となりま

した。主な要因は、利益剰余金の増加（7,847百万円）、自己株式の増加（4,056百万円）、為替換算調整勘定の増

加（6,016百万円）等によるものです。
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（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年12月期の連結業績予想につきましては、2022年2月4日付け公表の「2021年12月期　決算短信」に記載の業

績予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 95,024 96,964

受取手形及び売掛金 55,169 42,474

有価証券 14,022 8,300

商品及び製品 8,853 15,403

仕掛品 1,388 1,850

原材料及び貯蔵品 4,866 6,000

その他 2,587 2,342

貸倒引当金 △22 △16

流動資産合計 181,889 173,318

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,158 9,599

機械装置及び運搬具（純額） 5,055 5,567

工具、器具及び備品（純額） 1,450 1,450

土地 4,695 4,708

リース資産（純額） 608 526

建設仮勘定 2,555 11,136

有形固定資産合計 22,524 32,988

無形固定資産

のれん 7,189 8,075

商標権 3,721 3,811

ソフトウエア 1,538 2,152

その他 207 521

無形固定資産合計 12,658 14,561

投資その他の資産

投資有価証券 29,466 28,340

長期貸付金 816 960

繰延税金資産 1,489 1,713

投資不動産（純額） 2,735 2,714

その他 1,840 1,978

貸倒引当金 △866 △997

投資その他の資産合計 35,482 34,709

固定資産合計 70,664 82,259

資産合計 252,554 255,577

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

- 5 -

小林製薬㈱（4967）2022年12月期　第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,293 9,905

電子記録債務 8,151 7,705

短期借入金 1 －

未払金 21,187 17,653

リース債務 169 176

未払法人税等 3,836 1,797

未払消費税等 639 526

賞与引当金 2,486 1,399

その他 4,936 5,215

流動負債合計 50,703 44,378

固定負債

リース債務 460 373

繰延税金負債 1,564 1,585

退職給付に係る負債 1,978 1,986

役員退職慰労引当金 41 41

その他 2,206 2,220

固定負債合計 6,250 6,208

負債合計 56,954 50,587

純資産の部

株主資本

資本金 3,450 3,450

資本剰余金 4,183 4,183

利益剰余金 200,534 208,382

自己株式 △23,706 △27,763

株主資本合計 184,461 188,252

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,953 10,175

為替換算調整勘定 1,166 7,182

退職給付に係る調整累計額 △1,034 △830

その他の包括利益累計額合計 11,085 16,527

新株予約権 53 210

純資産合計 195,600 204,989

負債純資産合計 252,554 255,577
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（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日

　 至　2021年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日

　 至　2022年9月30日)

売上高 107,658 114,279

売上原価 44,249 48,921

売上総利益 63,409 65,357

販売費及び一般管理費 43,982 46,608

営業利益 19,426 18,749

営業外収益

受取利息 104 54

受取配当金 234 251

不動産賃貸料 225 225

為替差益 367 640

受取補償金 600 400

その他 306 436

営業外収益合計 1,838 2,007

営業外費用

支払利息 13 13

不動産賃貸原価 101 74

貸倒引当金繰入額 93 135

その他 40 100

営業外費用合計 249 323

経常利益 21,016 20,433

特別利益

固定資産売却益 0 2

受取保険金 － 8

その他 1 －

特別利益合計 1 10

特別損失

固定資産除売却損 47 35

投資有価証券評価損 62 19

災害による損失 3 13

その他 12 3

特別損失合計 124 72

税金等調整前四半期純利益 20,892 20,370

法人税、住民税及び事業税 5,662 5,736

法人税等調整額 347 133

法人税等合計 6,009 5,870

四半期純利益 14,883 14,500

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,883 14,500

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日

　 至　2021年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日

　 至　2022年9月30日)

四半期純利益 14,883 14,500

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,079 △778

為替換算調整勘定 1,850 6,016

退職給付に係る調整額 204 203

その他の包括利益合計 3,133 5,441

四半期包括利益 18,017 19,941

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18,017 19,941

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年10月28日開催の取締役会決議に基づき、2021年11月1日から2022年2月10日の期間で、自己株式

883,300株の取得を行いました。

　当第3四半期連結累計期間においては、456,200株の取得を行ったことにより自己株式が4,056百万円増加し、当

第3四半期連結会計期間末における自己株式は27,763百万円となっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下、「時価算定会計基準」）等を第

1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計

基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計

方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。なお、2018年3月30日に公表された「収益認識に関する会計基準」等については、2020年12

月期の期首から適用しております。

　これにより、当第3四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を「注記事項（セグ

メント情報等）」に記載しております。なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　

2020年3月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第3四半期連結累計期間に係る顧客との契約から

生じる収益を分解した情報は記載しておりません。

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額
（注）2

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）3

国内
事業

国際
事業

通販
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 81,710 18,944 6,634 107,289 369 107,658 － 107,658

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,175 1,073 － 5,248 4,642 9,891 △9,891 －

計 85,885 20,017 6,634 112,537 5,012 117,550 △9,891 107,658

セグメント利益 17,920 686 222 18,829 629 19,458 △31 19,426

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　2021年1月1日　至　2021年9月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、合成樹脂容器

　　　　 の製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額△31百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　固定資産にかかる重要な減損損失を認識していないため、また、のれんの金額に重要な変動が生じていない

ため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を省略しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額
（注）2

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）3

国内
事業

国際
事業

通販
事業

計

売上高

日本 83,102 － 6,287 89,389 431 89,820 － 89,820

米国 － 9,193 － 9,193 － 9,193 － 9,193

中国 － 7,842 － 7,842 － 7,842 － 7,842

東南アジア － 5,201 － 5,201 － 5,201 － 5,201

その他 － 2,220 － 2,220 － 2,220 － 2,220

顧客との契約から生じる

収益
83,102 24,458 6,287 113,848 431 114,279 － 114,279

外部顧客への売上高 83,102 24,458 6,287 113,848 431 114,279 － 114,279

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,670 1,566 － 6,237 4,670 10,908 △10,908 －

計 87,773 26,025 6,287 120,085 5,101 125,187 △10,908 114,279

セグメント利益 16,378 1,731 196 18,306 463 18,769 △20 18,749

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　2022年1月1日　至　2022年9月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、合成樹脂容器

　　　　 の製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額△20百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　固定資産にかかる重要な減損損失を認識していないため、また、のれんの金額に重要な変動が生じていない

ため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を省略しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま 

す。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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